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1 

	 本研究は、過去から現在にかけ、現代中国の大学専攻日本語教育の教育内容や手法が固定化

されている実態を指摘し、これまで潜在的だった種々の要因を顕在化させ、現行の日本語教育

が抱える問題点や限界点を解決する糸口を見出すことを目的とするものである。そのために、

中国の日本語教育でこれまで使用されて来た日本語教科書の特徴や作成基準・背景・変遷を調

査・考察し、中国の日本語教育が何を教育目標として掲げ、教科書を通して、どのような日本

語教育を目指して来たのかを明らかにする包括的な日本語教科書の史的研究を行った。 

	 本研究は第Ⅰ部～第Ⅳ部までの 4つの部と、13の章によって構成されている。序章において、

研究の背景、問題の所在、研究の目的、研究の方法、本研究の構成、初出一覧、本研究の倫理

上の立場、凡例、研究助成、について述べた。第Ⅰ部（第一章・第二章・第三章）では、第Ⅱ

部・第Ⅲ部・第Ⅳ部における議論への足場を築くために、現代中国日本語教育 60 年史の歩み

を概観し、大学専攻日本語教育が持つ歴史的背景を把握した。第Ⅱ部（第四章・第五章・第六

章）では、1960 年代から現在にかけて発行された主要精読日本語教科書の固定化について、

国語教科書との関わりという視点から分析・考察した。第Ⅲ部（第七章・第八章・第九章・第

十章）では、日本語教科書と国語教科書との異同の詳細、及び、両者の役割について論じ、日

本語教科書と国語教科書との包摂関係について指摘した。第Ⅳ部（第十一章・第十二章・第十

三章）では、日本語教科書が国語教科書との近似性・包摂関係を保つ形で固定化されて来た要

因について考察した。終章では、第Ⅰ部から第Ⅳ部までの研究で得られた結論と、中国の大学

専攻日本語教科書と日本語教育教育の現代的課題、今後の展望について述べた。巻末には、「日

本語教育年表」「参考文献」「表の一覧」「図の一覧」を掲載した。 

	 以下に、研究の背景、問題の所在、研究の目的、研究の方法、研究の結果、結論、今後の課

題について述べる。 

 

１．研究の背景 

1-1．中国の大学専攻日本語教育と日本語教科書 

現在、中国の日本語学習者数は約 83万人と報告されており（国際交流基金，2011）、その増

加は著しく、日本語能力試験海外受験者数は世界で最も多い（国際交流基金・日本国際教育支

援協会，2011）。中でも高等教育機関で学ぶ学習者が多く、学習者全体の約 7割を占め、また、

世界の高等教育機関で学ぶ学習者の過半数が中国の学習者となっている（国際交流基金，2011）。 

	 現代中国の高等教育機関における日本語教育は、中華人民共和国設立直後から北京大学、洛

阳解放军外语学院、郑州信息工程学院において開始されていたが、本格的に進められたのは
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1960年代であり、規模の拡大が始まるのは、1970年代に入ってからである。当時、日本語教

科書に掲載された主な文章は、中国事情を日本語で紹介した『人民中国』の記事や、中国の文

学作品を日本語に翻訳したものなどであり、日本のものは小林多喜二のプロレタリア文学作品

や日本共産党関係者の手記などが掲載されるに留まっていた（牧田，1979）。その後、1978年

の日中平和友好条約や、1979 年の日中文化交流協定の調印と改革开放政策によって、市場経

済体制への移行だけではなく対日開放政策も進められたことや、「四个现代化」の一環として、

日本の科学技術や社会システム、文化といったあらゆる方面への情報収集、及び研究活動が活

発化したことなどから、高度日本語人材養成が急務となり、教育体制や、教育内容、教育手法

など、さまざまな面からの改革の必要性が指摘された。中でも、シラバスや学習内容が体現さ

れた教科書の変革は重要視され、各大学や出版社、研究機関で作成が進められた（曹，2008）。 

 

1-2．現代的課題としての「ニーズ」に対応した日本語教科書  

	 日本語教科書に関する議論は、これまでにも、取り扱われる文章の内容や形式、年代、文法、

語彙、設問など、さまざまな角度から活発に行われて来た。例えば、窦・李（2000）、王（2004）

は精読用日本語教科書の掲載文章について日本の言語や文学に関する古典的名著だけではな

く、新聞や現代小説、エッセイといった文化や社会を反映するものからも積極的に引用する必

要があると指摘している。取り扱われる作品の年代に関する指摘もある。倪（2006）は、「時

代性が欠如した使用教材」と題して「社会情勢と日本語教育の変化を反映していない問題点が

ある」「内容も古く実務性に乏しい」（p.38）と指摘しており、劉（2008）は、教科書制作者側

が、前例に倣いながら一方的に題材選びを行っている現実があると指摘している。田中・伊藤・

王・肖・川端（2010）では、学習者は、現代日本の理解を目標としているため、より多様で動

態的な情報を提供出来る情報媒体として教科書を構成すべきであると述べられている。  

	 取り扱われる文章の様式、題材、年代など、さまざまな角度から課題が指摘され、多様化す

る学習者のニーズに合わせた主教材・副教材の開発が急務であると述べられているのである。 

 

1-3．根本的な問題は果たして「ニーズ」なのか 

先行研究による指摘は、日本語教科書の在り方を考える上で重要な示唆に富むものであるが、

これまでに、このような現行教科書の不備を指摘した研究者側の声が広く聞き入れられ、現場

で使われる日本語教科書の内容の刷新に繋がることはほとんどなかった。換言すれば、教師や

学習者へのアンケート調査やインタビュー調査を用いた「ニーズ」調査は、日本語教科書が“ニ
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ーズに対応していない”という問題を指摘するに留まっており、それが、日本語教科書や日本

語教育の根本問題の特定や、教科書内容の抜本的改変に、必ずしも結びついて来なかったと言

えるのである（田中，2010）。 

	 近年、「ニーズへの対応」が無批判に教育の命題とされることの危険性が指摘されている（細

川，2007）。また、「学習者ニーズ」だけでなく、「教師ニーズ」「機関ニーズ」「社会ニーズ」

といった「ニーズ」の多面性（吉岡，2011）や、定義自体も時々によって揺れ動いる実態（田

中，2012b）も明らかにされている。さらに、十分な議論がなされないまま、学習者の多様化

を根拠としたニーズへの対応が正当化され教育的価値が無条件に付与されてしまっている問

題（牛窪，2012）も指摘されている。そもそも、「ニーズ」というものは本来、学習者数の増

加や社会情勢に応じて多様化するのが当然のものであって、過去の教材開発者達がその事実を

単なる怠慢によって見落として来たとは考えにくい。そうであるならば、「ニーズ」のみを追

い、教科書の内容が「ニーズ」の多様化に対応していないこと自体を問題と見なす手法ではな

く、むしろ、ニーズの多様化への対応が行われずに固定化され続けて来たのはなぜなのか、と

いう問いを立て、その根本要因を特定するために、さまざまな観点から現象を掘り下げて調

査・分析して行く複眼的な研究手法が必要であると考えられる。  

 

２．問題の所在 

2-1．国語教科書との近似性 

	 現在、中国国内で広く使用されている日本語教科書の内容的特徴について把握し、複数の研

究者によって指摘されている現行教科書の問題の所在を探るために、筆者は精読用日本語教科

書の調査を行った。精読は、大学専攻日本語教育のカリキュラムの中心を担う主幹科目とされ

ている。時間数が最も多く、大学専攻日本語教育を象徴する科目であることと、精読の教科書

自体が、大学専攻日本語教育の教育内容や手法を如実に反映していることから、複数の先行研

究において研究の対象とされて来た。本研究も、同様の立場から、精読用日本語教科書を対象

にした。調査の結果、中国国内で使用されている日本語教科書の掲載作品・作家は、基礎段階・

高年級段階共に日本の国語教科書との重複が見られ（田中，2011c）、特に高年級段階では、作

品が国語教科書に掲載されたものと一致する度合いが極めて高いことが明らかになった。また、

ほとんどの日本語教科書は、掲載作品の作家が国語教科書に掲載されたものと一致する割合が

高いことが明らかになった（田中，2012a）。 

	 この結果を見れば確かに、先に挙げた先行研究で指摘されているように、日本語教科書掲載
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作品は学習者のニーズを第一に考えて選定されているとは言いがたく、国語教科書の内容を安

易に踏襲しているようにも思える。2009年 12月に筆者などが実施した学習者に対する調査（計

53名に対する合計 23項目のアンケート調査）結果からも、現行日本語教科書に対し、学習者

が不足や疑問を抱いていることが明らかとなっている（田中・伊藤・王・肖・川端，2010）。 

 

2-2．教科書内容の経年変化から浮かび上がる教科書作成の意図 

	 中国国内で使用されている日本語教科書の掲載作品の大半が国語教科書掲載作品と重なる

に至った経緯を明らかにするため、過去に使われていた日本語教科書にも視野を広げ、1960

年代から 1980 年代までに発行された主要精読教科書計についても調査を行った。その結果、

国語教科書との内容的近似性は、過去の教科書にも見られる特徴であることが明らかとなった。

さらに、1960 年代以降の日本語教科書について、国語教科書掲載作品と重複する作品の特徴

の詳細を調べたところ、年代ごとに、重複する国語教科書が小学校・中学校・高等学校とに、

それぞれ異なることが明らかとなり、各時代の大学専攻日本語教育の目標が、日本の国語科の

学習段階に基づいて設定されていたことが示唆された（田中，2012c）。 

 

2-3．固定化をもたらす要因とは何か―中国の日本語教育は何を目指して来たか― 

	 そこで、中国の大学専攻日本語教科書が国語教科書との近似性を保つ形で固定化されて来た

要因について明らかにするために、1960 年代から現在の間に大学専攻日本語教育に携わった

教師に対するインタビュー調査結果と、『教学大纲』や行政府資料、学術誌、教科書を作成・

利用した教師の報告書から考察した。結果、日本語教科書と国語教科書との類似は、学習ニー

ズの把握やそれへの対応を怠った結果と言うよりも、明確な意図のもと、意識的に選択・編纂

された結果であることが示唆された（田中，2012e）。そして、この意図とは、中国の日本語教

育の中で広く共有されて来た教育目標から生じたものであり、それは、深く教育思想に根ざし

た「中国の日本語教育が目指して来たもの」であるという仮説を立てることが出来る。  

	 以上より、中国の大学専攻日本語教科書について考えるには、何よりもまず、過去から現在

にかけ、国語教科書との近似性を保つ形で内容が固定化され続けて来たのはなぜなのか、とい

う問いを立て、その根本要因を特定する必要があると考えられる。そして、そのためには、こ

れまで使用されて来た日本語教科書の特徴や作成の基準・背景・変遷を調査し、中国の日本語

教育が何を教育目標として掲げ、教科書を通して、どのような日本語教育を目指して来たのか

を明らかにする必要があると考えられる。 
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３．研究の目的 

	 本研究は、過去から現在にかけ、日本語教科書の内容が固定化され続けて来たのはなぜなの

かという問いを立て、その根本要因を特定するために、中国の大学専攻日本語教育が辿って来

た変遷や経緯、目標について、日本語教科書を中心とした史的研究を用いて共時的・通時的に

明らかにすることにより、これまで潜在的だった種々の要因を顕在化させ、現行の日本語教育

が抱える問題点や限界点を解決する糸口を見出すことを目的とする。 

 

４．研究の方法 

	 日本語教科書の特徴や作成基準・背景・変遷を調査・考察するためには、教科書そのものだ

けではなく、中華人民共和国建国時期から現在までを広く捉え、教科書の実態とその利用者、

教科書が利用される環境、教育言説を対象とする必要がある。なぜなら、現行日本語教科書の

内容は、利用者や利用される環境、そして、長年にわたる現代中国日本語教育史の中で起きた

さまざまな事象や事情を背景とする多面的、動態的なものであるからである。そこには、（ａ）

教育現場における潜在意識や慣習に規定されるという社会的側面、（ｂ）内容が時々の時事や

政治に左右されるという政治的側面、（ｃ）特定のイデオロギーの影響を受けるという意味で

の思想的側面、などが存在する。純粋、且つ何からも隔離された教科書というものはあり得な

いのであり、たとえ現在利用されている教科書について考える場合でも、その特徴と課題の根

本要因を明らかにするためには、さまざまな側面について、過去から現在に至る経緯も踏まえ

た考察をせざるを得ず、共時的・通時的研究が必須となるのである。そこで、本研究では主に

次に挙げる 6つの研究手法を用いて分析・考察する。 

（１）教科書分析 

	 現代中国の日本語教科書の特徴について、1960 年代から 2010 年代までに発行され

た日本語教科書計 51冊（現行の基礎段階教科書 20冊・現行の高年級段階教科書 17冊・

過去の教科書 14冊）の内容（掲載文章と設問）を量的・質的に分析する。 

（２）アンケート調査 

	 学習者が日本語教科書とどのような関係にあり、どのような考えを抱いているかにつ

いて明らかにするために、学習者を対象に行った調査（対象：大学日本語学科学生計

53名／2009年 12月実施。調査は 23の質問項目を記した調査紙を用いて実施した）。

学習者の学習動機、日本語学習に求めるもの、教科書についての考え、日本語学習につ

いての考え、の分析を行う。 
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（３）インタビュー調査 

	 日本語教科書がどのような経緯で作成・選択・利用されて来たのか、時々の状況はど

のようなものであったのかについて明らかにするために、1960年代から現在までの間

に大学専攻日本語教育に携わって来た計 29名の教師に対するインタビュー調査を実施

し、個々の経験と考えから発話されたデータをもとに考察を行う。 

（４）既存研究の言説分析 

	 日本語教科書作成の意図や背景を明らかにするために、どのような議論が展開され、

それらは日本語教科書とどのような関係にあったのかについて、今日までの変遷を明ら

かにする。具体的には、中国の日本語教育の主要学術誌である『日语学习与研究』に掲

載された日本語教育に関する論考（計 199）の言説分析を行った。それぞれの論考の課

題、目的、主張、発行年、分野、執筆者の所属機関所在地を、分析・コード化し、それ

ぞれの年にどのような人々によって、どのような課題について、どのような主張がなさ

れていたかについて考察する。 

（５）ドキュメント調査 

	 中国の日本語教科書とその背景の歴史的変遷について明らかにするために、中国の日

本語教育について記された行政府資料、大学や民間機関所蔵資料、雑誌・新聞記事、書

籍、日記の分析を行う。 

（６）既存研究や公式統計調査の二次分析 

	 教科書が固定化されて来た要因と背景を探るために、1949年から現在にかけて行われ

て来た大学専攻日本語教育の変遷を把握する取り組みとして、大学専攻日本語教育につ

いて論じた既存研究や事例、及び、日中の官公庁や民間団体が発表した公式統計調査を

参照し、二次分析を行う。 

 

５．研究の結果 

5-1．中国の大学専攻日本語教科書の固定化―国語教科書との近似性― 

	 第Ⅰ部では、中華人民共和国設立以後の日本語教育について、（１）ドキュメント調査、（２）

既存研究分析、（３）インタビュー調査、（４）公式統計調査の二次分析を用いて調査を行い、

「黎明期・揺籃期」、「復興期・確立期」、「成長期・成熟期」、「転換期」の各時期における背景

と目的、教師、学習者を取り巻く状況の変遷を把握した（第一章・第二章・第三章）。 

	 第Ⅱ部では、中国の大学専攻日本語教科書の特徴について明らかにするために、現行教科書
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（基礎段階・高年級段階日本語教科書計 37 冊）と日本の国語教科書との関わりという視点か

ら調査を実施した。結果、中国国内で広く利用される精読用日本語教科書は、国語教科書との

内容的近似性を持つことが明らかとなった（第四章・第五章・第六章）。特に、高年級段階で

は、作品が国語教科書に掲載されたものと一致する度合いは最も高い日本語教科書で 88％を示

し、17冊のうち12冊の日本語教科書が50％以上の重なりを示すことが明らかになった。また、

作家が国語教科書に掲載されたものと一致する度合いは 、17冊全ての日本語教科書が 50％以

上の重なりを示しており、最も高いもので 100％の重複を示すことが明らかになった（第五章）。

1960年代から 1980年代までに発行された主要精読教科書計 14冊についても調査を行ったと

ころ、国語教科書との内容的近似性は、文化大革命の影響を受けた 1970 年代を除くほぼ全て

の時期に見られ、1960年代に発行された日本語教科書は小学校の国語教科書と、1980年代に

発行された日本語教科書は中学校の国語教科書と、1990 年代以降に発行された現行日本語教

科書は高等学校の国語教科書との重なり度合いが高く、各時代の大学専攻日本語教育の目標が、

国語科の学習段階に基づいて設定されていた可能性があることが明らかとなった（第六章）。 

 

5-2．固定化の実態―国語教科書との包摂関係― 

	 第Ⅲ部では、国語教科書との近似性を保つ形で固定化された日本語教科書について、具体的

に国語教科書とどのような関係にあるのか、その異同と両者の役割について調査を行い考察し

た。まず、高年級段階の日本語教科書の内容的特徴を、掲載された作品の様式と年代、文章の

題材の三つの観点から分析した。結果、（１）掲載作品の様式では、「評論」「随想」「小説」と

いった近現代の作品が大半を占めていること、（２）文章の題材については、全体の 62.7％が

「文学」となっており、そのうち、7割強は「国語教科書重複作品」であり、（３）高年級段階

の日本語教科書に至っては、小説や随想、評論文だけではなく、古典文学や漢文といったもの

も取り扱われ、大半が高等学校の国語教科書から引用されていることが明らかとなった（第七

章）。次に、過去の日本語教科書についても調査を行ったところ、（１）〜（３）の特徴は近年

に近づくにつれ、より顕著になって来たことが明らかとなった（第八章）。さらに、現行教科

書の設問に着目した調査を行い、中国の大学専攻日本語教育において主幹科目とされる精読科

目の高年級段階日本語教科書と国語教科書との比較・分析を行った結果、掲載作品・作家が全

く同じものでも、その指導の方法については、完全に同じではなく、日本語教科書は、国語教

科書を参照する過程で、日本語教育の『教学大纲』で示されている学習到達目標や教育方針、

そして日本語教育の対象の特徴などを十分に考慮していることが明らかとなった。日本語教科
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書は、目的や対象が異なる国語教科書を取り込むために、国語教科書の完全な複製ではなく、

加筆修正を施しながら、国語教科書を包摂する形で編纂されているのである（第九章）。 

 

5-3．国語教育の内容・手法を用いることへの批判 

	 しかし、1980 年前後から教育現場では、第二言語としての日本語の教育は国語教育とは異

なるため、高等学校国語科教諭などが国語教育の内容・手法で教えることは問題であると指摘

されるようになった。当時、批判の矢面に立たされた高等学校派遣の国語科教諭（1979 年か

ら現在までに派遣された教師 19 名）へのインタビュー調査から、実際に中国の大学で日本語

教育に携わった国語科教諭がどのような役割を期待され、どのような内容で教育を実践し、具

体的にどのような課題に直面していたのかについて調査し考察を行った。結果、（１）教師に

求められる役割、担当学年、科目によって派遣教師の専門性を活かすことが出来るもの（主に

高年級段階）と、そうではないもの（主に基礎段階）とがあること。具体的には「正しい（美

しい）日本語」「日本人の心（考え）」の規範を示すことが主眼に置かれた科目では国語教育の

内容や手法を用いることが可能だが、語学教育としての言葉の意味や使い方の説明を要する科

目には不具合が生じていた。（２）現地では「（１）」に述べた派遣教師の適性を考慮した科目

設定がなされており、基本的には、国語教育の内容や手法で教えることが求められて来たこと。

（３）但し、全く同一であるわけではなく、観点の違いや、学生達の関心や意識の違い、扱う

必要のある知識や情報の違いによる課題も存在し、各人が対応を試みたり、事業全体で課題が

共有されたりして来たこと。以上の 3点が明らかとなった（第十章）。 

 

5-4．固定化を起こした 5つの要因 

	 国語教育の内容や手法を用いて日本語教育を行うことに批判がありながらも、なぜ、固定化

が続くのだろうか。第Ⅳ部では、その要因について調査と考察を行った。まず、学術誌『日语

学习与研究』に掲載された中国の大学専攻日本語教育について論じた教育言説を対象に、これ

まで、どのような教育言説が展開され日本語教育として何が目指されて来たのかについて調べ

た。結果、（１）日本語教育言説が活発化したのは 1990年代初頭からであり、その時期は基礎

段階の『教学大纲』が制定され、機関数も増加する時期であったこと。（２）論考の執筆者は

早い時期から高等教育機関における日本語教育が進められていた北京や、日本語教育が盛んな

吉林、遼寧、天津、山東、江蘇などの沿岸部諸都市の大学に所属する教師が中心であり、研究

対象は、高等教育機関における日本語教育が 6 割強を占めていること。（３）刊行当初から論
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じられていた研究類目は「日本語学」「日本語教育学」「翻訳学」「文学」「日中対照言語学」

「日本文化研究」であること。（４）日本語教育を取り巻く状況や研究動向、或いは編集委員

会の担当者によって盛衰が見られる研究類目は「文法研究」「日本外来語研究」「類義語研究」

「音声研究」「古典・短歌・俳句」「近現代文学の翻訳」「科学技術や経済、新聞読解」「敬語と

修辞」であること。（５）日本語教育に関する研究分野は 1980年代末から多様化していること。

（６）日本語教育に関する主張や目標、提言については次のような特徴があることが明らかと

なった。1980 年代初頭には、「文学作品を用いた日本語教育」が重視され、1980 年代中頃に

は、「コミュニケーション能力」育成の必要性やそのための「文化理解」の重要性が指摘され

ていた。1990 年代前後には国家建設のための日本語教育が提言され、科学技術や研究に関す

る日中の相互交流を支える日本語教育によって「四个现代化」に貢献するべきであると主張さ

れた。1990年代後半になると、「学習者中心」「学習者重視」が指摘され、2000年代初頭には

研究型人材の育成や、「社会ニーズへの対応」として情報化社会とグローバル社会に適応した

人材育成が目指された。さらに、「教養力」として、人文学の教養を有する人材の育成が目指

される。2000 年代中盤から、「学習者主体」「学習者主導」が出現し、さらに、「複合型人材」

「日本語＋α人材」が提唱され、これまで以上に「総合的・総合性」が重視され、近年では、

「文化理解」「コミュニケーション能力育成」「ビジネス日本語」といったものも出現している。

一見関わりを持たない主張や目標が混在している様子が見て取れる。以上である（第十一章）。 

	 多様な教育言説が出現しながらも、現行の教育内容・手法で固定化されていることには一見

矛盾を感じてしまうが、むしろ、そうした矛盾が生じない考え方があるという仮説を立て、考

察を行うこととした。それには、教科書の内容を強く規定して来た考えや価値観、目標や社会

状況、時代背景を、思想という形で顕在化させ、分析することが求められると考え、1960 年

代から現在の間に大学専攻日本語教育に携わった教師29名に対するインタビュー調査結果と、

『教学大纲』や行政府資料、学術誌、教科書を作成・利用した教師の報告書から考察した。 

	 結果、中国の日本語教科書が国語教科書との近似性を保つ形で固定化されて来た要因として、

（１）日本語の模範的な表現形式、日本文化、日本人の思考を文学作品の内に見出し、古典文

学から近現代文学までを学ぶことを重視する教育思想が教師間、『教学大纲』、研究者間で広く

共有されて来たこと。（２）1970 年代の日中関係の深化が高度な日本語人材養成を急務とし、

教師派遣や国語教科書の流入を後押ししたことで、当時検討されていた古典文学も含めた文学

教育の実施を可能とし、最も手近であった日本の国語教科書が用いられたこと。（３）高度な

外国語人材の到達目標としては、その国の高等学校における母語教育科目を修了した程度が目
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安とされ、教材としては高等学校の国語教科書掲載作品が適当と考えられたこと。（４）国語

教科書掲載作品は、中立性と合理性、普遍性、そして規範性という面から、中国の大学専攻日

本語教育の教材として妥当であると考えられたこと。（５）高等学校の国語教育の内容・手法

が中国の日本語教育現場で長年用いられることによって定着し、慣習化したことも日本語教科

書の内容を規定する一因となっていること。以上の 5点が明らかとなった（第十二章）。 

 

5-5．「日本語教育」と「国語教育」とを目指す中国の日本語教育―基礎段階と高年級段階に設

けられた線引きと断絶― 

	 古典文学から近現代文学までを学ぶことを重視する教育思想については、他の言語教育にも

見られる現象であるため、それら他言語との比較においてどのように位置づけられるのかを明

らかにするために、日本の日本語教育と国語教育、英語教育、そして、中国の日本語教育にお

ける言語教育と文学教育について論じた論考を中心に、各種議論を整理した。結果、日本の日

本語教育や英語教育では「実用性」「コミュニケーション」「生活言語」の観点から文学作品を

教育に用いることは重視されてはおらず、中国の大学専攻日本語教育の状況は日本の国語教育

の状況に最も近いことが明らかとなった（第十三章）。 

	 さらに、文学教育についての考え方がどのように共有されたのか、そして、それは中国の大

学専攻日本語教育について考える際に何を示唆するかについて調査した。結果、（１）中国の

大学専攻日本語教育では、1949 年の開始直後に一部機関において帰国華僑や日本への留学経

験者、或いは、日本の旧植民地などで国語として日本語を学んだ教師によって文学教育（古典

文学を含む）も行われ、文学教育の重要性が説かれていたということ。（２）本格的に全国で

実施されるようになるのは日中関係が深化する 1970 年代末であり、文学教育を必修にすべき

であるという主張が研究会などでもなされ、日本からの派遣教師事業の活発化が普及実現を後

押ししたこと。こうした中、（３）文学教育を中心とした教育への批判や、国語教育の内容や

手法を用いることへの批判が起こり、1990 年代になると言語教育としての日本語教育への変

革の機運が高まり、文学教育への強い反対を生むこととなったこと。しかしながら、（４）言

語教育の色合いが強い基礎段階の『教学大纲』の改訂と、新たに高年級段階の『教学大纲』が

設置されることによって両者の棲み分けが生じ、文学教育重視の考え方は高年級段階に温存さ

れ、高年級段階の教育目標・内容は日本の国語教育のそれに共通する部分があること。（５）

中国の大学専攻日本語教育における言語教育と文学教育との関係に関する議論は、日本の国語

教育における議論と近似していること。（６）『教学大纲』に基づいて実施されている大学専攻
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四级考试・八级考试の構成と内容、或いは、担当教師からも、基礎段階と高年級段階とには明

確な棲み分けが生じていることが分かり、中国の大学専攻日本語教育における文学重視の思想

からは、中国の大学専攻日本語教育が基礎段階と高年級段階とに分断されていることが示唆さ

れること。以上の 6点が明らかとなった（第十三章）。 

 

６．まとめ―結論と今後の課題― 

	 以上の研究結果から得られた結論を簡潔にまとめれば、現代中国の大学専攻日本語教育には、

「文学思想」とも言える文学重視の考えが根強く存在し、特に高年級段階は教育の目標、内容、

手法について日本の「国語教育」の強い影響を受ける形で固定化されて来た側面を持つ。そし

て、このことが、日本語教育そのものを基礎段階と高年級段階とに大きく分断し、高年級段階

への移行過程に位置づけられた基礎段階もまた、硬直化の煽りを受ける結果を招いたことが指

摘出来るのである。 

	 こうした大学専攻日本語教育の実態から浮かび上がる問題として（１）文学教育への内容的

な偏重による弊害が生じていること。さらに、（２）基礎段階と高年級段階とが分断されたこ

とで、教育の目標や内容、手法の硬直化が保持されてしまう構造が生じていること。そして、

（３）日本語・日本文化の規範性の過度な追求には不可能性が付き纏うこと。以上が指摘出

来る（終章）。中国の大学専攻日本語教育は、前提となる基本的な理念や価値観自体に問題を

抱えており、新たな価値を創出しなければならない段階にあると言えるのである。 

	 問題解決には、現代中国の教育思想にまで掘り下げた深い考察が必要であり、現代中国の

日本語教育が何を目指すべきであるのかについての活発な議論が不可欠であると筆者は考え

る。こうした日本語教育そのものを問い直す取り組みの中で、教科書研究と歴史研究は極め

て重要である。教科書は、大学専攻日本語教育で学習すべき内容が盛り込まれた図書とされ、

教科書の内容には中国の大学専攻日本語教育の目標や指導内容が凝縮されている。もちろん、

教科書研究で明らかになったことは、最大限インタビュー・アンケート調査や文献調査など

で多角的に検証する必要はあるが、教育実践に対し教科書の果たして来た役割が大きい（秦，

2002）以上、教育の実態を明らかにし、その根本から問い直したい時、教科書研究は必要不

可欠なものであると考えられるのである。また、歴史研究についても極めて重要であると考え

られる。特に、（１）育成方法の転換、（２）育成目標の転換、（３）育成内容の転換、という

3 点から、現在の日本語教育が大きな「転換期」を迎えている現在（修，2012：5）、これま

で自明のものとされて来た方法や内容、方針では立ち行かなくなったということは、それぞ
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れの教師や学習者、教育現場が新たな思想や進むべき方向について議論することが喫緊の課

題とされているということでもある。但し、留意しなければならないのは、いかなる議論に

よっても、無から有が生じることはないということである。現在の日本語教育が、過去の事

象の積み重ねによるものである以上、新たな思想は、日本語教育の「歴史」を踏まえた通時

的な思想史研究の視野なしに形成し得ないであろう。中国の大学専攻日本語教育のこれからを

考えるにあたっては、部分的な対象の限定された問題を取り上げ、性急に目先の打ち手を見つ

けようとするのみでは不十分なのである。とりわけ、中国の日本語教育が「転換期」にあり、

教育の実態を明らかにした上で日本語教育の思想を通時的に問い直し、新たな価値を検討す

ることが急務である今日、教科書研究と教育思想の歴史的研究は、今後の日本語教育研究に

おいて、より重要な研究領域になって行くと考えられる。 

	 課題も残されている。第一に、本研究で明らかとなった思想的要因が、個々の実践において

どのように作用するのかについて、今後、教室活動を始めとする個別の実践事例に深入りし、

詳細なプロセスを理解する必要がある。第二に、中国の日本語教育における文学重視の考えが

どのような経緯で思想形成されて行ったのかについて、別途研究課題を立て、調査したい。そ

のためには、中国の教育思想史全体に視野を拡大させることや、周辺国・地域との接触による

影響も含めた考察が求められることだろう。第三に、本研究の結果からは、教育思想や中国の

大学専攻日本語教育の目標は、ある特定の地域や機関に所属する人々や、影響力を持つ人々に

よって言語化され、普及して行く傾向が強いことが分かっている。特に、「黎明期」や「復興

期」において、歴史に名を残す指導者が登場しており、教育思想や日本語教育の在り方を示す

語り手であったことが分かる。彼らの語りを分析することは、新たな思想や進むべき方向につ

いて議論する際に、有益な知見を供することになるであろう。一部の回想録や文献において既

に触れられているものもあるが、今後、インタビュー調査と資料収集によって、個々人の体験

や回想、個別の案件についての証言を、日本語教育思想の歴史として再構成する必要があると

考えている。 

	 いずれも筆者自身の今後の課題とし、今後の取り組みを通じて得られた調査結果を総合し、

中国の日本語教育に関わる計画の策定・推進のプロセス、及び、個々の実践において教育思想

が果たす役割を明らかにして行きたい。そして、その上で、今後の実践的知見を取りまとめる

ことを目指したい。 
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研究業績関連説明書 
論文１「中国の大学専攻日本語教科書と日本の高等学校国語教科書との内容的近似性から浮かび上が

る現代的課題」 

 
論文２「对中国大学日语专业基础阶段教材与日本中小学国语教材的比较研究——内容异同所体现的现

代性课题（邦題：中国の大学専攻基礎段階日本語教科書と日本の小・中・高等学校国語教科書との比

較研究―内容の異同から浮かび上がる現代的課題―）」 

 
論文３「中国の大学専攻日本語教科書と日本の小・中・高等学校国語教科書との比較研究―1960・
1970・1980年代の教科書掲載作品・作家の特徴と変遷―」 

【要旨】 
	 中国の大学専攻日本語教育において議論される「国語教育を巡る課題」の現状と課題について、

中国の大学専攻高年級段階用日本語教科書と、日本の国語教科書との比較調査を行い、（１）現行

日本語教科書の掲載作品・作家は、国語教科書と重複し、（２）その要因は「正しい日本語・日本

文化・日本人の心」の習得と理解という目標が、『教学大纲』・教師・学習者・教科書作成者・研究

者間に共有され、国語教科書を参照するのが適切且つ効率的だと考えられていることの 2点を明ら
かにした。 
【関連】 
	 本論文は、博士論文の第Ⅱ部第五章「大学専攻高年級段階用日本語教科書と日本の小・中・高等

学校国語教科書との比較―作品・作家を中心に―」にあたる。本論文で明らかとなった中国の大学

専攻高年級段階用日本語教科書と国語教科書との近似性について、さらに、基礎段階用（第四章）、

及び過去の教科書（第七章）について調査・考察するもととなった。 

【要旨】 
	 1960年以降に発行され、中国国内で広く使用された日本語教科書 14冊について調査を行い、1960
年代に発行された日本語教科書は小学校の国語教科書と、1980年代に発行された日本語教科書は中
学校の国語教科書と、そして、1990年代以降に発行された現行日本語教科書は高等学校の国語教科
書との重なり度合いが高く、各時代の大学専攻日本語教育の目標が国語教科書の学習段階に基づい

て設定されていた可能性があることを指摘した。 
【関連】 
	 本論文は、大学専攻日本語教科書と国語教科書との近似性の実態について考察した博士論文の第

Ⅲ部第八章「1960年代から 1980年代の日本語教科書と日本の小・中・高等学校国語教科書との比
較―文章の様式・題材・年代を中心に―」にあたる。また、本稿は、現行教科書の様式・題材・年

代に関する調査（第七章）、設問に関する調査（第九章）を行うきっかけとなったものである。 

【要旨】 
	 中国の大学専攻日本語教育において1970年代末から1980年代にかけて議論された国語教育を巡
る課題の現状と現代的課題について、中国の大学専攻基礎段階日本語教科書と日本の小・中・高等

学校国語教科書の比較調査を行い、結果の考察から、現在の大学専攻日本語教育には、国語教育の

果たしている役割が確実に存在し、その内容的近似性の実態を把握した上で、今後、大学専攻日本

語教育は何を目指し、そのためにどのような学びを構築・展開して行くのかについて再考すべき段

階にあることを指摘した。 
【関連】 
	 本論文は、博士論文第Ⅱ部第四章「大学専攻基礎段階用日本語教科書と日本の小・中・高等学校

国語教科書との比較―作品・作家を中心に―」にあたる。また、本稿は、第五章の高年級段階に関

する調査と、第六章の過去の教科書についての調査と対応するものであり、博士論文第Ⅱ部（第四

章・第五章・第六章）を構成する柱の一つとなったものである。 
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